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南硫黄島のオガサワラオオコウモリ













か ら活発に活動する」ことが観察 された。1982年、2007年調査において、他地域 より明るい
とされた本種の体毛色は、本調査でも観察 された。体毛色は明るい赤 さび色(鉄 さび色)で
あった。同時に乳幼獣の体毛色が黒色であったことから、後天的に環境的な影響によって赤













































第3指 長、第5指 長、下腿長、最大個体長、最大個体幅 とした。歯の状態を観察の上、撮影
した。成獣において♂の場合は睾丸サイズ、メスの場 合は乳頭サイズを計測 した。DNA解析






コンタミのないように採取 して、コバル トフリーシ リカゲルを入れた密閉容器に保存 した
(現在解析中)。また、体毛に付着 した花粉等を調べるために、口吻部付近の体毛への付着物
を粘着テープにより採取 した。使用後の粘着テープは、清浄なポ リプロピレンシー トに貼 り
付けた後、コバル トフリーシリカゲルを入れた密閉容器内で保管した(現在角斬 中)。
捕獲個体において各部の計測を行った。さらに、捕獲個体に外部寄生虫を発見した場 合に





る誘引を利用 した。調査地は、島南東の海岸林縁(標 高20m;図1-A地点)、登墓ルー ト上








を記録 した。観察には、 目視、カメラ、ノク トビジ ョンを使用した。また、A～Hを つなぐ
登禁 ・移動ルー ト上で観察された個体盾報 も同様に記録 した。 さらに、食痕やペ レッ ト、糞
等を確認 した場合には記録 ・採取等の上、可能な限 り餌種の特定をした。
滞在観察 日日寺は以下である。A地点は島南東の海岸林縁で6月26日9:54～12:07/17:30～
19:18の問、B地 点は島南の崩壊地上の灌木林で6月15日14:40～16:30/6月21日10:00～












登禁ルー ト上で調査隊員に撮影されたオオコウモ リの全映像(静止画及び動画)か ら、撮
影状況の特定が可能な記録及び、①直接観察の記録を加 えた全記録(但 しUAVに よる観察
を除く)を集計し、延べ個体、観察位置、観察時間、採餌対象等を整理 した。さらに、可能


















生 じないことを確認 し、個体の安全、健全性を確認 した上で放獣 した。放獣個体が飛去する
のを確認 した後で、人員は現場を離れた。
個体の定位 ・追跡は、6.月25日午後か ら6.月27日午前中に、FM電波(自 作首輪式に包
埋)の探索により、洋上の海洋調査船から行った。さらに、FM電 波が受信 された地点にお
いて、GPSデー タの遠隔ダウンロー ドを試みた。
2-4.UAVを 使 ったオガサ ワラオオ コウモ リの行動観 察
調査期間 中に、UAV(UnmannedAerialVehicle:D皿lnspire)によ り撮 影 されたオオ コウモ リ




オガサ ワラオオ コウモ リーPteroρuspselaphonは、島南東 の海岸林縁(標 高20m;図1-A地
点)で2個 体、登禁ルー ト上の谷地形 内ガ レ場 の灌木林(標 高300m;図1-B地点)で1個
体、 コル上の灌木林(標 高500m;図1-C地点)付 近 で3個 体の合計6個 体を捕獲 した(図
2)。
a.外部計測
南硫黄島で捕獲 した6個 体について、外部計測を行った。表1に 測定結果を示す。6個体
の性別の内訳は、オス2頭 、メス2頭 、不明(乳 幼獣)1頭であった。乳幼獣は、母親個体
の胴 にしがみついた状態で捕獲 した。全個体の測定幅は、体重400-444g(メス成獣、乳幼獣
を除く4個体)、前腕長130.0-142.Omm(乳幼獣除 く5個体)、第1指 長32.4-35.2㎜(乳幼獣
除く5個体)、第3指 長250-261㎜(メス成獣、乳幼獣を除 く4個体)、第5指 長173-185.㎜
(メス成獣、乳幼獣を除く4個体)、頭長66-68㎜(メス成獣、乳幼獣を除く4個体)、頭幅
34.6-39.2㎜(メス成獣、乳幼獣を除 く4個 体)と なった。また、オスの睾丸サイズは39.0-
40.0㎜となり、オス2個 体ともに精巣の下垂が認められた。乳幼獣の前腕長は49.6㎜で
あった。




的に白～銀白色等の毛が交 じり、全体 として淡～赤褐色を呈 していた(図2)。皮膜及び、露
出している前腕、口吻部などの皮膚は黒色であった。母親の腹部にしがみついた状態で捕獲
された乳幼獣1個 体では、身体の上面は黒色で、部分的に白～銀白色等の毛が交 じり、全体
として黒色を呈 していた(図2-5)。成獣、乳幼獣 ともに後肩及び、腰の毛は、他の部位 より
毛が長かった。
3-2.直 接 観察(撮 影含 む)に よる調 査
3-2-1.直 接 観察
A、B、C、D、E、F、Hの 各地 点及び登墓ルー ト上(0～916m)にお いて(図1及 び表1)、
延べ67個 体(重 複 の可能性 あ り)の オオコ ウモ リを観察 した。
a.地点別の観察記録
島南東の海岸林縁のA地 点では、6H26日午前の観察時にはオオコウモ リは観察されず、
同日日没前2時 間弱の間に、誘引物に接近す るオオコウモ リを目視及び自動撮影機により確
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認 した。同個体は樹上を移動中の母親個体で乳幼獣を抱えてお り、同所で捕獲 した(個体1青
報は、「3-1.捕獲調査」を参照)。また、同所では食痕、ペ レッ ト、糞などオオコウモ リ
の痕跡は認められなかった。
島南の崩壊地のB地点では、6.月15日午後の観察において、16時頃にタコノキPandanws
boninenstS樹上で休息中の1個体が 目視確認され、観察中に飛去 した。個体盾報(性 別、成 ・
亜成獣の別等)は 不明であった。近くにアカテツPouten'aobovata(結実中)、ヤエヤマアオ
キM∂肋ぬd勿 糖α(開花中)が認められ、アカテツの葉上には糞が確認された。また、同所
のタコノキ林床で、一部が崩積土に埋まった状態でオオコウモ リ1体 の死体が確認 された。
死体に内臓はなく骨と皮のみで干からびてお り、死後1週 間～1ヶ月以内程度と思われた。





ガ レ場に生育するタコノキ ・トキワイヌビワ樹上に3頭 と、谷内を飛行する6個 体の延べ9
個体が観察された。夜間には誘引場所(樹 上)へ3個 体の飛来が確認され、 うち1個 体を捕
獲 した(個 体晴報は、「3-1.捕獲調査」を参照)。捕獲個体以外の個体晴報(性 別、性成
熟別等)は 不明であった。
同登禁ルー ト上の急傾斜の草地と森林との境 にあるD地点では、6.月24日午後に谷中を飛





行個体で、2個体は飛行後に樹木着地 し、 うち1個 体を捕獲iした(個 体情報は 「3-1.捕
獲調査」を参照)。観察場所からの限られた視界範囲における観察時間内の飛行形態は、ほと
ん どはばたかずに飛行(グ ライディングやソア リング等)す る16個体、はばたき飛行をす




なってお り、コルのす ぐ上及び下方にそれぞれ切 りたつ岩峰があった。急降下個体では、山
頂方向か ら上方の岩峰を越えて落下 してくる個体や、下方(ピ ナクル)付近から下方に落下
する個体が認められた。同所は、捕獲のための誘引場所 としたため、飛翔するオオコウモ リ
が視認 しやすレ位 置に、視覚的誘引物を設置 していた。観察個体数について、連続的な観察
において明らかに同一個体と判断されるものは除外 したが、例えば、誘引された個体が間隔
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を隔てて飛来を繰 り返 した場合には重複の可能性がある。また、コル より50m程度上の誘引
場所のタコノキ林内では、6月23日夜から24日明け方までに7個 体が観察された。すべて
が林内か ら観察できた飛行個体で、 うち4個 体が同林分に着地して林内に滞在、この うち2
個体(オ ス1,メス1)を捕獲 した(個体情報は、 「3-1.捕獲調査」参照)。もう2個 体




枝にぶ ら下が り休息 しなが ら調査隊員を注視 していた。
山頂付近のH地 点では、6.月24日の午前中に飛行する2個体を観察 した。1個体は、南斜
面下よりソア リングにより急上昇 し、山頂部に出ると旧火 口のす りばち縁の上空を時計回 り
にグライディングで水平旋回 した後、羽ばたきながらV字ターンして観察者上空まで直線的
に飛来 した。上空から観察者を視認 しながら、はばたき飛行で通過 して西斜面に出た後、グ









・急降下:身 体を前方に傾 け、通常の飛行(グ ライダー、はばたき)時 より、前腕 をたて、
手(甲)及 び肘の位置をやや前方に出した状態で、翼を半開又は、ほぼ閉じて重力落下的に















































採餌個体 の餌対象 と して(表4、 図8)、タコノキPandanwsboninensis実の採食確認7例 、
コブガ シMachiluskObu実6例、ピサカ キーEuryal'aponica実1例、ハ チジ ョウススキMiscanthus
condensatus茎2例が確認 された。さ らに、採食 していた可能 性が高い対 象 としてナンバ ンカ
ラムシBoehmen'anivea1例と、オオ タニ ワタ リAspleniumantiquumがあげ られた。ハ チジ ョ
ウススキ茎の採食 は山頂部スス キ群落の地表近 くで複数 回観 察 され 、本調査 が初確 認 となっ
た。 タコノキ実の採食 は標 高0～20m及び300～400mで、 コブガシ実は標高300-400m及び
600～800mで、ヒサカ キ実及びハチ ジ ョウススキ茎は標高800m以上で確 認 され た。このほか




林(標 高20m)及びコル(標 高500m)のタコノキ林内で各1組 、計2組 の親子が確認され









側 馨 ノレー ト谷地形内(標高推定出来ず)/20:30西側or馨 ノレー ト(※南西3.7㎞の洋上
より)
6.月26日8:30～8:50南側登禁ルー ト400mH/9:15登禁ルー ト400mH/10:15東側/ll:30
北東側/18:00南側 登禁ルー ト/21:00南側 登禁ルー ト




得 られた定位 晴報を連続的に観 ると以下の通 りであった。
6.月24日20時台に島南側350m(登禁ルー ト上)に 飛来した(捕 獲された)個 体は、放
獣翌 日の25日15:30には島北西側300m付近に、その後16:30には再び島南側400m(登墓



















か ら、重複等の可能性を考慮 した観察実数は約68～ll3個体程度(約3～5割程度)と 考えら
れた。これ らから、島南側で少なくとも100個体程度は生息 しているもの と考えられ、1983
年及び2007年の推定値 と同程度の値 となった。
UAVによる観察では、西斜面や北斜面でもオオコウモ リが確認されてお り、FM追跡個体




数を100～300頭程度 と予想 している。本調査において、厳 しい生息環境が再確認され、さら
に南硫黄島個体群が同島内だけで生息 している仮定に立つと、単純な面積計算からは300頭
程度の生息が試算可能ではあるが、現在の餌環境等により、百数十頭程度が生息規模の上限










乳幼獣を除く全5個 体で、歯の著 しい摩 り減 りが認められた(乳幼獣は未確認)。また、柔
らかい葉由来と思われる汚れが 目立った。成獣の著 しい歯の磨 り減 りは、2007年の南硫黄島
調査で捕獲された全5個 体や、2008年～2015年の北硫黄島調査で捕獲 された同島個体群に
おいても観察されてお り、栄養不足や、タコノキ実など固い食物の頻繁な採食による影響の






異なる可能性もある。同日寺に、厳 しい環境下において、磨 り減った歯でも咀囑 しやすい、や
わらかい草本類がより積極的に利用されている可能性 も考えられた。
b.体色
本種 の従来記載の体色は、[身体は上下面 ともに暗褐色で、背 ・腰 ・胸 ・腹には光沢のある
銀白色の毛が散生する。頸側では毛端の灰 白色部が長 く、ために不明瞭な頸側斑を形成する
(黒田、1940;今泉、1970ほか)]とされている。1983年調査(石井、1983)及び、2007年





個体群の乳幼獣が捕獲され(母 親個体 と伴に)、体色が従来記載の通 り黒色であることが確
認された。このことから、「明るい体色」は生後の変化であることが結論づけられた。
c.乳幼獣等の確認













































餌の探索や定位 に他の島よりも日中の視覚を使 っている可能性がある。視認対象 とな りうる
植物 としてタコノキの白色房状の花が観察された。特に、調査隊員のオオコウモ リ目撃頻度


























れる。これ らの局所気象の差異に対応 して、分布する同一種内でフェノロジーが多様化 し、
一例えば、コブガシ、ピサカキ、タコノキ等の重要な餌植物の花期及び結実期が、斜面方位、





















いる可能性である。加えて、歯の磨 り減 りは生存にかかわるため、摩耗 した歯でも咀噛 しや







調整 しなが行 う急降下によって、一気に、高度差数百メー トル以上の移動を行 うことである。




















オオコウモ リが雲霧帯に入る急上昇をした場合、全身(体 毛や皮膜)は 「びしょ濡れ」にな
















いる。シロハ ラミズナギ ドリ、セグロミズナギ ドリ、クロウミツバメ等が山腹から山頂に至
る各所林内で営巣 してお り、日没から数時間、また夜明け前の数時間は、営巣地林内及びそ




行 ・林内行動 ・鳴き声等が、同じ飛行動物であり、鳴き声で同種の餌場を探す ことがあるオ
オコウモ リの活動日寺問 ・場所に影響 している可能性 も考えられる。
本調査ではダウンロー ド型のGPS記録機器を使用 したが、データの取得には至らず、南硫
黄島のオガサワラオオコウモ リの詳細な行動追跡は出来なかった。今後は、同島独特の飛行
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Bonin flying fox of Minami-Iwo-To Island, the Volcano Islands in 2017
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The Bonin flying fox (Pteropus pselaphon) isthe only mammal endemic to the Ogasawara Islands. 
A field survey was conducted inJune 2017 to clarify the current status of this species on Minami-Iwo-To 
Island. This survey estimated the flying fox population at more than 100 individuals, imilar to the 
population size estimated by previous urveys in 1982 and 2007. Our survey revealed that June is a 
birthing and parenting period. We observed unique flying behaviors, uch as flying using an ascending 
airstream and steep, falcon-like descents. Based on observations u ing an unmanned aerial vehicle (UAV), 
it was suggested that Bonin flying foxes on Minami-Iwo-To Island use phonological variations in the 
timing of maturity of fruits of Pandanus boninensis, its major food resource.
Key words 




















図1.南 硫 黄 島 に お け る オ オ コ ウ モ リ調 査 地 等 位 置.A:南 東 部 海 岸 林 、B:南 西 部 崩 壊
地 、C:標 高300m調 査 地 、D:標 高400m調 査 地 、E:コ ル 、F:標 高650m調 査 地(コ ブ ガ





















図2-1.捕 獲 個 体l





















図2-2.捕 獲 個 体2
















図2-3.捕 獲 個 体3
a:顔 正 面 、b:顔 横 、c:全 身 腹 側 、d:全 身 背 側 、e:生 殖 器 、





















図2-4.捕 獲 個 体4





































図2-5.捕 獲 個 体5及 び6






図3.オ オ コウモ リのはばたかない飛行形態
a:山 頂部全 周の上昇気流 を使 い高速 でグライデ ィング旋 回す る個体
b:グ ライデ ィングで水平移動す る個体

























図4.は ば た か な い 飛 行 形 態 の 模 式 図
a:グ ラ イ デ イ ン グ
ジ グ ザ グ に グ ラ イ ダ ー し な が ら水 平 移
動 又 は 下 降
b:ソ ア リ ン グ
上 昇 気 流 を 使 い 、羽 ば た か ず に 垂 直 方 向
へ 旋 回 上 昇 .上 昇 気 流 の 中 で 、は ば た き























図5.ソ ア リングの2形 態





図6.急 降 下(連 続 写 真 と模 式 図)
翼 を 開 い た ま ま 頭 を 下 げ て 急 降 下 を 開 始.翼 を 半 開 程 度 に た た み 、 一 気 に加 速 す る.半 開 翼
を 微 調 整 して ブ レー キ を か け な が ら 、 ほ ぼ 垂 直 方 向 に 急 降 下 す る.半 開 翼 の 皮 膜 は 激 し く振













。 一 ■ ■ ■ ■
6-77-88-99-1010-1111-1212-1313-1414-1515-1616-17




























図8.採 食 が 確 認 され た 餌 植 物
a,b,c:ス キ の 葉 茎 山 頂 付 近(a,b佐 々 木 哲 朗 、c朱 宮 丈 晴)
d,e:タコ ノ キ 果 実(天 野 和 明)、fト キ ワ イ ヌ ビ ワ 実(鈴 木 創)



























図9.テ レ メ ト リー 調 査 に よ る オ オ コ ウ モ リ の 追 跡 結 果






図10.UAVで撮 影 され たオガサ ワラオオコ ウモ リ.
FigurelO.Bo血FlyingFoxbyusingUAV.
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図ll.UAV等 で 西 斜 面 で 撮 影 さ れ た 開 花 中 の タ コ ノ キ 群 落.
Figurell.Pandanusboninensis(Blooming)byusingUAV.













図12.南 硫黄 島にお けるオオ コウモ リの飛行イ メー ジ(い ずれ も 日中)
s:ソア リング(旋 回上昇及び直線 的吹 き上 り)は 垂直方向上部への移動の主要飛行形態
g:グライデ ィングは、上昇 、下降、水平移動 のすべてで頻繁 に使用 され る.広 い斜 面 を大
きくジグザ グに探索飛行す る(g2)、谷 中や短距 離移動 でを短 くジグザグ飛行す る(g3)、
山頂部独特の全周の上昇気流 を使 った高速旋回(gl)等 、多様 であ る.
fフ ラッピングは、着 地、減速 、飛 び立ち、グライデ ィングの方 向転換 時の基本動作 であ
る.低 標高～ 中腹の水平移動、谷内の移 動で観 察 された.
sw:島内各所で観 られた.大 きな移 動では主要な飛行形 態のひ とつである.
S→gl→SW:南硫黄 島独特 の島内移動方法 フラ ッピング等の水平移動 を用いず、 ソア リン









表1.南 硫 黄 産 オ ガ サ ワ ラ オ オ コ ウ モ リの 計 測 値.
Table1.ThebodysiZesofRpselahoneinMinami-lwo-ToIsland.
No 1 2 3 4 5 6
捕獲 日Date 2017.6.232017.6.232017.6.232017.6.242017.6.262017.6.26
捕獲場所CapturePoint E E E C A A
性別sex ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ 不明
成獣/亜成獣 adlut adlut adlut adlut adlut subadlut
体重(9) 444 405 405 400 一 一
頭幅mm 39.0 34.6 38.2 39.2 一 一
頭長mm 60.0 66.0 65.0 68.0 一 一
前腕長(R)mm 130.0 136.0 142.0 140.0 136.0 49.6
第1指長mm 35.0 34.1 32.4 25.2 33.0 一
第3指長mm 250.0 251.0 255.0 261.0 一 一
第5指長mm 173.0 176.0 185.0 184.0 一 一
睾丸幅mm 一 40.0 一 39.0 一 一
乳頭発達/乳 一 有り 一 有り/+ 不明
体毛色 赤褐色 赤褐色 赤褐色 赤褐色 赤褐色 黒/白銀混交
歯 摩耗 摩耗 摩耗 摩耗 摩耗 不明
DNAサンプル採取 ○ ○ ○ ○
(ロ吻部よ り)花粉採取 ○ ○ ○














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表3.標 高別のオガサ ワラオオ コウモ リ観 察内訳
Table3.DetailedobservationofBo血iFlyingFoxbyaltitUde

































































800m以上 14 1310 716 27 20 3 2 3 1 0 0
計 2261117198265195 13 29 2 3 179 95 117 21 13
表4.オ ガサ ワラオオ コウモ リ採餌 植物(標 高別)
Table4.Feed血gplants






20～200m タコノキ実1 1 樹上1
300～400m
タ コノキ 実4、 コブガ シ実1、
タコノ キ実(唖 え飛 行中)2、





600～800m コブガシ実5 5 樹上5
800m以上








ハ チジ ョウ スス キ茎2、
※(ナ ンバ ンカラム シ1)、 不 明1
17※(1)
樹 上13、

































表6.GPS記 録計 ・FM発信器 に よるオガサ ワラオオ コウモ リの追跡結果
Table6.TrackngresultSbyGPSrecorder/FMtransmitter
月 日 時間 FM受信 GPSダウ ンロー ド 放探対象 船舶位置 備考
1
2017/6/2515:00 × × 島南→西へ 南 沖」km以内
FM捜索開始(時 計回 り)
南側～西側 は4knt,西側 ～東側は7knt
15:30 ○ × 島北西側300mH 北西沖」km以内
FM捜索開始(時 計回 り)
南側～西側 は4knt,西側 ～東側は7knt
1545 × × 島東側～島北側 松江岬」km以内
島東側で 反時計回 りに折 り返 し
東側～北側 は7knt,北側 ～南 側は10knt
1600 × × 島北西側 北 西沖_1km以内 島北西のFM反応消える二個体移動と判断
16:30 ○ × 島南側登 肇ルー ト400mH 北 西沖_1km以内 GPS受信出 来ない
18:45 ○ × 島南側登肇ルー ト 南 西沖一1km以内 南西沖からの放探(地形)により標高推定困難





2017/6/268:30～8:50 ○ × 島南側登 肇ルー ト400mH 南 沖_1km以内 GPS受信出 来ない
9:15 ○ × 島南側登 饗ルー ト400mH 南 沖一1km以内
GPS受信試行中にFM反応消える=時計回り
に放探開始
1015 ○ × 島東 側
200～400mH
東 沖」km以内 GPS受信出来ない
1030 × × 島東側 東 沖_1km以内 島東側のFM反応消える二個体移動と判断
1045 × × 島東側～南側 東 沖」km以内 島東側～南側(時計回り)反応なし
1130 ○ × 島北東側 北 東沖一1km以内 GPS受信出 来ない(11:30～11:55)
12:30 × × 島南側 南 沖_1km以内
18:00 ○ × 島南側登肇ルー ト 南 沖一1km以内
21:00 ○ × 島南側登肇ルー ト 南 沖_1km以内
2017/6/276:00 ○ × 島南側登饗ルー ト 南 沖」km以内






タ コノキ開花惜報 ナ オコ ウモIJ場影の 右無
Bloomin夏ぐρ2ηdヨη〃8わoη1ηθηs'5Σ Shootin9(Flvin⊆Fox)






























○ 飛来 して、樹木に降 りる個体
○ 飛行個体
○ 飛行個体
一208一
